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性別 男性 4 （ 1.2）
女性 332 （98.8）
年齢 平均値±SD 36.7±9.1
年齢階級区分 20歳代 92 （27.4）
30歳代 112 （33.3）
40歳代 105 （31.3）
50歳代 22 （ 6.5）
60歳代 5 （ 1.5）
保健師　経験年数 平均値±SD 11.0±8.9




母子保健　経験年数区分 6年未満 166 （49.4）
6年以上 170 （50.6）
看護師経験の有無 あり 159 （47.3）
なし 177 （52.7）
職位 スタッフ（係員） 267 （79.5）
管理職（係長級以上） 54 （16.1）
その他 15 （4.5）
自治体 政令市 83 （24.7）
中核市 45 （13.4）
市 177 （52.7）
町 27 （  8）
村 4 （ 1.2）
アセスメントツールの有無 あり 262 （78.0）
なし、わからない 74 （22.0）









その他 5 （ 1.5）
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保健師　経験年数a 平均値±SD 2.3±1.7 16.2±7.3 0.000
母子保健　経験年数a 平均値±SD 2.1±2.1 10.4±6.3 0.000
看護師経験の有無b あり 61 （49.2） 98 （46.2） 0.599
なし 63 （50.8） 114 （53.8）
アセスメントツールの有無b あり 91 （73.4） 171 （80.7） 0.121
なし，わからない 33 （26.6） 41 （19.3）
チェックリストの有無b あり 95 （76.6） 172 （81.1） 0.322
なし，わからない 29 （23.4） 40 （18.9）
妊婦に対する保健指導に関する知識をどこで得たか（複数回答）c
公務として研修会に参加 105 （84.7） 186 （87.8） 0.427
職場の上司や同僚 109 （87.9） 152 （71.7） 0.001
書籍や専門誌 85 （68.5） 138 （65.1） 0.518
自主的に研修会に参加 41 （33.1） 78 （36.8） 0.491
インターネット 40 （32.3） 75 （35.4） 0.561
他機関の専門職者 30 （24.2） 79 （37.3） 0.014
その他 1 （ 0.8） 4 （ 1.9） 0.655
1年間の妊婦に対する支援の有無b あり 107 （86.3） 180 （84.9） 0.729
なし 17 （13.7） 32 （15.1）
「あり」の場合の年間支援事例数ad   平均値±SD （N=104） （N=178）
10.4±1.5 9.6±1.0 0.769
















心療内科、精神科への通院歴がある 3.9　（0.3） 3.9　（0.4） 3.9　（0.3） 0.831
きょうだい児に不適切な育児をしている 3.9　（0.3） 3.9　（0.3） 3.9　（0.3） 0.463
胎児に対する愛着が感じられない 3.8　（0.4） 3.8　（0.4） 3.8　（0.4） 0.627
妊娠届出の遅れがある 3.8　（0.4） 3.8　（0.4） 3.8　（0.4） 0.353
物事への理解力や習得力に不安がある 3.7　（0.5） 3.7　（0.5） 3.7　（0.5） 0.604
胎児のことを意識しない自分中心の行動をとる 3.7　（0.5） 3.7　（0.5） 3.8　（0.5） 0.209
妊娠したことへのネガティブな思いがある 3.7　（0.5） 3.7　（0.5） 3.7　（0.5） 0.874
胎児を気遣う行動がみられない 3.6　（0.5） 3.5　（0.6） 3.6　（0.5） 0.156
愛情を受けて育っていない 3.6　（0.6） 3.6　（0.6） 3.6　（0.6） 0.819
20歳未満である 3.5　（0.6） 3.4　（0.6） 3.5　（0.5） 0.123
身体疾患などで体調が優れない 3.5　（0.6） 3.4　（0.6） 3.5　（0.5） 0.758
成育歴において非行や不登校などの問題行動があった 3.5　（0.6） 3.5　（0.6） 3.5　（0.6） 0.871
妊娠中から子育ての不安が強い 3.5　（0.6） 3.5　（0.6） 3.5　（0.6） 0.788
ぎりぎりまで出産準備をしない 3.3　（0.7） 3.3　（0.7） 3.3　（0.6） 0.893
出産後の育児をイメージしていない 3.2　（0.6） 3.2　（0.6） 3.2　（0.6） 0.902
妊娠・出産・子育てに関する知識が不足している 3.1　（0.6） 3.2　（0.6） 3.1　（0.6） 0.809
困っていることをなかなか話さない 3.1　（0.7） 2.9　（0.7） 3.2　（0.7） 0.003
知らない人が関わることへの強い抵抗感がある 3.0　（0.7） 2.9　（0.6） 3.1　（0.7） 0.019
40歳以上である 2.8　（0.7） 2.7　（0.8） 2.8　（0.7） 0.699
妊婦には合わない服装をしている 2.8　（0.7） 2.8　（0.8） 2.9　（0.7） 0.542
パートナーとの年齢差が大きい 2.6　（0.7） 2.5　（0.7） 2.7　（0.7） 0.064
初対面から気持ちをさらけ出す 2.5　（0.8） 2.4　（0.7） 2.7　（0.8） 0.001
注）Mann-WhitneyのU検定
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きょうだい児に不適切な育児をしている 3.8　（0.4） 3.9　（0.4） 3.8　（0.4） 0.886
心療内科、精神科への通院歴がある 3.6　（0.5） 3.6　（0.6） 3.7　（0.5） 0.405
言動が粗暴で、人を寄せ付けない雰囲気がある 3.6　（0.5） 3.7　（0.5） 3.6　（0.5） 0.318
妊婦を気遣う行動をとらない 3.6　（0.5） 3.6　（0.5） 3.6　（0.5） 0.798
無職である 3.6　（0.6） 3.5　（0.6） 3.6　（0.6） 0.017
胎児に対する愛着が感じられない 3.6　（0.6） 3.6　（0.6） 3.6　（0.6） 0.962
物事への理解力や習得力に不安がある 3.5　（0.6） 3.4　（0.6） 3.5　（0.6） 0.439
愛情を受けて育っていない 3.5　（0.6） 3.5　（0.6） 3.5　（0.6） 0.810
身体疾患などで体調が優れない 3.3　（0.6） 3.3　（0.6） 3.4　（0.6） 0.163
成育歴において非行や不登校などの問題行動があった 3.3　（0.7） 3.4　（0.6） 3.3　（0.7） 0.801















夫婦関係で問題がある（不和やDV、依存など） 3.9　（0.4） 3.9　（0.3） 3.8　（0.4） 0.119
生活の実態を把握しにくい 3.6　（0.6） 3.5　（0.6） 3.6　（0.6） 0.208
経済的な不安定さがある 3.5　（0.5） 3.4　（0.6） 3.5　（0.5） 0.193
胎児の発育が不良である 3.5　（0.6） 3.4　（0.7） 3.5　（0.6） 0.035
転居を繰り返している 3.3　（0.7） 3.2　（0.8） 3.4　（0.6） 0.019
実家からの支援が得にくい 3.2　（0.6） 3.2　（0.6） 3.2　（0.6） 0.811
妊婦とパートナー以外に、疾患や障害をもった同居家族がいる 3.1　（0.6） 3.0　（0.6） 3.2　（0.6） 0.010
家の中の整理整頓がされていない 3.1　（0.6） 3.1　（0.6） 3.1　（0.6） 0.396
多胎児である 3.0　（0.6） 2.9　（0.6） 3.1　（0.6） 0.129
隣近所など地域との関係が悪い 2.7　（0.7） 2.6　（0.7） 2.8　（0.7） 0.077
注）Mann-WhitneyのU検定

































妊婦の心身の健康を気遣う 3.6　（0.5） 3.6　（0.6） 3.6　（0.5） 0.970
情報を収集し、支援の必要性をアセスメントする 3.5　（0.6） 3.4　（0.6） 3.5　（0.6） 0.249
保健師が妊娠中から支援することを伝える 3.5　（0.6） 3.4　（0.7） 3.6　（0.6） 0.065
妊婦の大変な体験や思いに共感する 3.5　（0.6） 3.4　（0.6） 3.5　（0.6） 0.755
SOSを発信してもらえる関係をつくる 3.5　（0.6） 3.4　（0.7） 3.5　（0.6） 0.361
話を一生懸命に聞き続ける 3.3　（0.6） 3.3　（0.6） 3.2　（0.6） 0.133
妊婦の気になる行動を受けとめる 3.3　（0.6） 3.3　（0.6） 3.4　（0.6） 0.316
妊婦のコミュニケーション能力をアセスメントする 3.3　（0.6） 3.3　（0.6） 3.4　（0.6） 0.102
妊婦の言動から信頼関係の程度を把握する 3.3　（0.7） 3.2　（0.7） 3.3　（0.6） 0.034
妊婦の生活能力をアセスメントする 3.3　（0.7） 3.1　（0.7） 3.3　（0.6） 0.005
妊婦のできていることをほめて自信を持たせる 3.3　（0.7） 3.3　（0.8） 3.3　（0.7） 0.713
胎児への愛着を読み取る 3.2　（0.6） 3.2　（0.6） 3.2　（0.6） 0.733
家族関係を把握する 3.2　（0.6） 3.2　（0.7） 3.3　（0.6） 0.429
妊婦に必ず会えるタイミングを逃さない 3.2　（0.7） 3.1　（0.8） 3.2　（0.6） 0.256
これまでのエピソードから妊婦の行動を予測する 3.2　（0.7） 3.0　（0.7） 3.3　（0.6） 0.000
妊娠届出時アンケートの書きぶりから知的レベルを読み取る 3.2　（0.7） 3.1　（0.8） 3.3　（0.6） 0.062
庁内他部署と連携する 3.2　（0.8） 3.0　（0.8） 3.3　（0.7） 0.009
妊婦に合わせて関わりの頻度を変化させる 3.2　（0.8） 3.1　（0.8） 3.2　（0.8） 0.052
出産・育児に向けて関係機関が連携して関わる 3.1　（0.7） 3.0　（0.8） 3.2　（0.7） 0.106
医療機関と連携しアプローチする 3.1　（0.8） 3.0　（0.9） 3.2　（0.7） 0.057
関係機関の情報を統合して妊婦のニーズをつかむ 3.0　（0.8） 2.9　（0.9） 3.1　（0.7） 0.250
妊婦が関係機関とつながるために調整する 3.0　（0.8） 2.8　（0.9） 3.1　（0.7） 0.027
妊婦に必要な社会制度・サービスの導入を調整する 3.0　（0.8） 2.9　（0.8） 3.1　（0.8） 0.012
家族の経済状況を把握する 3.0　（0.8） 2.9　（0.8） 3.1　（0.8） 0.112
家族の健康問題を把握する 2.9　（0.7） 2.8　（0.7） 3.0　（0.7） 0.012
妊娠週数に応じた生活指導をする 2.9　（0.8） 2.8　（0.9） 3.0　（0.8） 0.022
妊婦と胎児の健康への影響の程度を見極めて行動する 2.8　（0.7） 2.7　（0.8） 2.9　（0.7） 0.086
家族の育児協力体制を整える 2.8　（0.9） 2.6　（1.0） 2.9　（0.8） 0.006
妊婦健診の受診結果を確認する 2.8　（1.0） 2.7　（1.0） 2.8　（1.0） 0.538
出産・育児の準備状況を直接確認して一緒に考える 2.6　（1.0） 2.6　（1.1） 2.7　（1.0） 0.458
健康リスクより妊婦のニーズを優先する 2.1　（0.7） 2.2　（0.8） 2.1　（0.7） 0.429
具体的な家事の手順を教える 2.1　（1.0） 1.9　（1.0） 2.2　（0.9） 0.001
注）Mann-WhitneyのU検定
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